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暗号資産の名称 ビットコイン

ティッカーコード（シンボル） BTC、XBT

一般的な性格

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

保有・移転記録の秘匿性
ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲線公開鍵

暗号、シュノア署名等による暗号化処理を施しデータを記録

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除す

るために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成

方式）の1つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた

記録者を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記録者

全員が承認する方法
保有・移転記録の最低単位 1 satoshi ( = 0.00000001 BTC)

発行者 なし

発行主体概要
不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集

団・共有管理

発行方法

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

発行可能数 20,999,999.9769 BTC

価値移転認証の仕組み

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者

および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を

確定する。

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンソース・ネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェーン）を用い、難易度の高い作業

証明の蓄積されたチェーンが選択されることがBitcoinのコンセ

ンサスアルゴリズムによって規定されており、データ改竄の動

機を排除し、信頼性を確保している。

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

一般社団法人日本暗号資産等取引業協会 ( JVCEA ) が公表する「取扱暗号資産の概要説明書」を基に作成しています。

情報の正確性、信頼性、完全性を保証するものではありません。

取扱暗号資産の概要説明書（ビットコイン）


